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質  問 市長の回答 進捗状況 

【ほたるの館について】 

ほたるの館は、平成５年に建築後２５

年が経過しており、展示品を含め老朽化

が進んでいる。北九州市、沖縄県久米島

にもほたるの館があるが、職員が配置さ

れて十分に管理運営がなされており、教

育施設としての機能が整備されている。

北川のほたるの館は、残念ながら無人で

あり活用がされていない状況にある。昨

年ユネスコエコパークに登録され、自然

の象徴施設として今後大いに活用できる

のではと思っている。合併後の延岡市の

ほたるの拠点施設として施設の充実がで

きないか。ほたるの里づくりに対する市

長のご所見を伺いたい。 

これまでの地元の取組みのおかげで、ほたるの館ができ、活

用され知名度も上がっている。ほたるもそうだが、湿原がある

こと、ユネスコエコパークということを含め、何か次の段階に

すすめないだろうかと常々考えている。ほたるの館に人を直ち

に配置することとは別に、面的な北川の素晴らしさを切り口に

して、もっと来てもらう、学んでもらうことを具体的に考えて

いく必要があると思っている。関連して小中学校にユネスコス

クールになってもらえないかと予算をつけて調査をすすめて

いる。ほたるや湿原という切り口でプログラムが確立すれば、

学校がユネスコスクールになり、拠点となって、他のユネスコ

スクールとつながっていく。その学習の場としてほたるの館は

活用できるのではないかと考えている。ユネスコエコパークの

登録を弾みとして、ユネスコスクールの取組を切り口に面的に

取組を広げていくということで色々と考えさせていただきた

いと思っている。引き続き皆さんの意見を聞きながら積み上げ

ていきたい。 

 ほたるの館の今後のあり方について、

ユネスコエコパーク登録を踏まえた観光

誘客のあり方や、ユネスコスクールをは

じめ子どもたちの学びという観点などか

ら、どのような役割、位置付け等を考え

るべきか検討してまいります。 

 

【学校教育課】 

○「ユネスコスクール研究事業」 

【拡充・増額】（H31 年度予算：300 千円） 

【イノシシ対策の電柵について】 

本村地区は水害に弱く、イノシシ対策

で電柵を張っているが、霞堤の影響で台

風の度に壊されている。復旧・修理に費

用も人手もかかることから、市で少しで

もどうにかしてもらえないか。 

水害に加え、その後のゴソの片付けから復旧まで本

当に大変な状況を伺っている。何ができるか検討をさ

せていただきたい。霞堤は、全国から評価される一方

で、片付けが当然伴う手法であるため、高齢化や担い

手不足の中で霞堤の方法がより厳しさを増している。 

大変難しく悩ましい問題であるため、検討させていた

当地域は、国の事業にて電気柵の設置を行っ

ていましたが、その後の台風による浸水被害に

より一部が壊れたために自力で復旧を行い、有

害鳥獣の侵入防止対策を維持していただいて

いるところです。 

 台風などによる気象災害は、想定を超える場
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 霞堤がなければ、ネットやフェンスを

張れるが、霞堤による浸水で張れない。

ちなみにハウス栽培をやっているが、３

年連続で台風にやられてしまい泣いてい

る。 

だきたい。それと同時に県や市が出来る水害対策につ

いては、時間のかかるものとすぐに出来るものに分け

ながら、やっていく必要があると認識している。どう

することが良いのか、色々な観点から考えさせていた

だく必要がある。少しお時間をいただく必要があると

思うがよろしくお願いしたい。 

合もあり対策に苦慮されており、欠損した資材

を自力で購入し復旧されていることは、関係者

皆様のご負担になっていると推察していると

ころです。 

今後の復旧について、どのようにご負担を減

らすことができるかなど検討してまいりたいと

考えております。 

【林務課】 

○「鳥獣被害防止総合対策事業」 

【拡充・増額】（H31 年度予算：27,200 千円） 

【家田川の氾濫対策について】 

ゴソ、流木、泥が３年連続で家田地区の中に

流れ込んできている。家田の中で人・農地プラ

ンを作って担い手育成をやっているが、担い手

の人からも「何年もやっていられない」と聞い

ている。家田地区での農業再生が本当に難しく

なってきている。 従来にないゴソの量になっ

ているため、何ヶ所も田畑に滞留している。支

所において比較的早く処理していただいてい

るが、宅の庭でもかなり大きな樹木などがあ

り、個人では片づけられない。家田では、水に

浸からないところはないので、新たな産業も難

しく、将来が見えない状況である。家田の遊水

 ゴソを取り除く作業や霞堤がもたらす影響がより深刻な状

況であると思っている。大変な状況があった時に、応援をさ

せていただくと「こういう理屈が通るのであれば、こっちも

あっちも」となる。財政負担的にも非常に心配となっている。

これまで動けていなかったのもそういったところがある。私

も現地に行って状況は、分かっているつもりでこのまま何も

しないのは悔しい。地元の方と話し合う機会というご提案を

いただいたので、ぜひお願いしたい。先日も水害地区の岡富・

古川地区で話し合いをさせてもらった。移動市役所よりも小

回りのきく「出前市長室」もやっている。また日程の調整を

させていただけたらと思う。 

ダムについては、県の管理から国の管理に変える事例が四

国でいくつかある。国の管理とする中で、事業費のかかるダ

「移動市役所」やその後の家田地区での「出前

市長室」での皆様のご意見も踏まえ、平成 31 年

度予算において、ゴソの除去に対する補助金の

補助率を従来の 60％から 75％に上げることと

しており、また市の補助金の支出もよりスピー

ディーに実行できるよう決裁規定も簡素化する

考えであります。 

 また県に要望して、河川の堆積している土砂

の除去や河口部に竹を植えることでゴソを入り

にくくする等の対策も行ってもらうこととなっ

ています。 

 これらの対策を合わせて行うことで、従来よ

り改善を図っていきたいと考えています。 
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池の貯水能力は、北川ダムを上回っているので

はないかと思っている。それだけ北川下流域の

浸水緩和に寄与している。家田川が氾濫してあ

る程度浸水してもしょうがないが、ゴソや流

木、泥が滞留することは何とかしてほしい。出

来たら、市長に家田に来ていただいて話を聞い

てほしい。 

 

ムの拡大などをしてもらうことなども北川の地区から意見を

いただいている。国に話をすると、まずは県と延岡市で話を

詰めてからという段階を踏む必要があると言われている。早

めの放流においては、県の事業ではできないため、国に管理

をしてもらえるといいと担当者レベルではしている。実際に

次の段階にすすむためにどうすればいいのか整理をしていく

必要がある。今回の台風２４号では、このような結果になっ

たが、早めの発電放流をしていただけた分、大分県には努力

をしてもらえたと思っている。それでも浸水を凌ぐには、限

界があった。これについては、腰を据えて県とも協議をさせ

ていただきたい。 

【家田川のゴミの流入について】 

写真で示しているような物が入ってくるところは、家田以

外にはないと思う。家田に対応していくと他のところにも波

及していくと言われたが、今までもそういったことで対応し

てもらえなかった。家田の場合は、霞堤の開口部の構造が特

別な構造をしていると思っている。ほとんどのところの霞堤

は、河川に並行した造りになっているが、家田の霞堤は、ほ

ぼ直角に造られている。またその開口部に家田川の出口があ

る。その構造が異常な流木などの流入を招いていると思う。

そのあたりも十分に理解していただき、対策を話してほしい。

住民と行政が一体とならなければ解決できない問題であるの

で、ゆっくりと話し合いができる機会をお願いしたい。 

現地での話し合いも含めて、じっくり

と取り組まさせていただきたい。 

「移動市役所」やその後の家田地区での「出前市長室」

での皆様のご意見も踏まえ、平成 31 年度予算におい

て、ゴソの除去に対する補助金の補助率を従来の

60％から 75％に上げることとしており、また市の補

助金の支出もよりスピーディーに実行できるよう決

裁規定も簡素化する考えであります。 

 また県に要望して、河川の堆積している土砂の除去

や河口部に竹を植えることでゴソを入りにくくする

等の対策も行ってもらうこととなっています。 

 これらの対策を合わせて行うことで、従来より改善

を図っていきたいと考えています。 
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【俵野地区のゴミの流入対策他について】 

①俵野は、下流と上流に河川の開口部が

あるが、竹が生えており、ゴソをこしと

るような構造になっている。そのため、

本村地区で見るような泥が堆積するよ

うなことはない。ダムができた頃は、ゴ

ソが目立っていたが、竹を植えたことで

水が入ってきても目立ったゴミは入っ

てこなくなった。 

②ダムについては、やはり早めに放流す

ることで、水害被害の軽減にかなりの効

果があると思う。ぜひこれからもその運

用をお願いしたい。 

③北川町にもＳＮＳを利用してニュー

ジーランドやネパールなどから人が来

ていた。延岡市は、バスク化構想もやっ

ており、情報発信などでもＳＮＳを活用

してもらえるといい。 

①竹を使うという手法は、他の地区でも防災として役

立つと思う。他にも具体的にお伺いしながら、取り入

れられるものは取り入れていきたい。北川は県管理で

あるため、竹を植えるとなれば県と交渉をしていく必

要があるので、その時には、ご協力をいただきたいと

思う。 

②ダムの放流は、この水位までいかないと構造上放流

できないというのがある。大分県もかなり頑張ってく

れたと思うが、これからも大分県にはしっかり要請し

ていきたい。 

③北川町には、地域おこし協力隊がおり、延岡市全体

の広報戦略に加えて、若い人達の発想とも組み合わせ

た情報発信に取り組まさせてもらいたい。 

①「移動市役所」やその後の家田地区での「出前市長

室」での皆様のご意見も踏まえ、平成 31 年度予算に

おいて、ゴソの除去に対する補助金の補助率を従来の

60％から 75％に上げることとしており、また市の補

助金の支出もよりスピーディーに実行できるよう決

裁規定も簡素化する考えであります。また県に要望し

て、河川の堆積している土砂の除去や河口部に竹を植

えることでゴソを入りにくくする等の対策も行って

もらうこととなっています。これらの対策を合わせて

行うことで、従来より改善を図っていきたいと考えて

います。 

②ダムの放流のタイミング等についても、これからも

流域防災会議の場や市として大分県に直接要請する

などにより、大分県に万全を期してもらうよう引き続

き働きかけてまいります。 

③ＳＮＳでの発信のあり方など、さらに検討して参り

ます。平成 31 年度予算において、そのための有識者

等による検討会議開催経費も盛り込んでおります。 

【経営政策課】 

○「新たな広報のあり方検討事業」【新規】 

（Ｈ31 年度予算：315 千円） 
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【新電力について】 

①市長のマニフェストにあ

る「新電力」の経過について

報告をしてもらいたい。 

 

②西臼杵では、県とタイアッ

プして発電をやっている。年

間 80 万円くらいの売電収入

を上げている。Ｈ17 年の旧北

川町で新エネルギー査定事

業というのをやっていた。発

電の採算のとれる場所があ

れば調査してもらいたい。 

  

①「延岡電力株式会社」と仮に呼んでいるが、延岡に電力会社をつくるために調査研究事業

の予算を認めていただいたので、調査を行っているところ。考え方としては、自分で発電施

設を造ることは、今現時点では考えていない。色んなところで発電した電力を調達したり、

大手の電力会社が多めに作って余っている電力を売り買いできる卸電力取引所から調達した

り、他所から調達してくることで安い電力を提供するという考え方で現在調査を進めている。 

小売価格ではなく、卸値価格で安く仕入れて、市民の皆さんに使っていただく。効率的にや

りくりをする工夫をすれば、電気料は直ちに下げられるものである。経営の工夫を他の地域

がどのようにしているのかを中心に調査している。来年には専門会社を通じて採算の取れる

収支計算計画を作って、市民の皆さんにあらかじめ公表して、正式オープンにこぎつけてい

きたいと考えている。 

②発電施設については、大事な観点だと思うが、電力会社の立ち上げ自体は、電力設備を造

る、投資するということは今時点では考えていない。地域ごとに電力会社がだいぶ出来てき

ており、そこでバランシンググループというものをつくり、地域でできた電力をそれぞれで

調達したり、橋渡しをしている。例えば旭化成の発電施設で余った電力をバランシンググル

ープ全体で買い、みんなで分けるというようなことをやっている。当分は、こうしたグルー

プに属しながら、色んなところから電力を調達してきて、市民の皆さんに安い電力を提供し

ていく。実際にやっている実例があるので、まずはそれに基づいてやっていこうと思う。 

一方で、天然の地形や自然を活かし、それを電気に変えて、地域の豊かさに活かしていくと

いうことは、大変大事な視点であるため、電力会社をつくることとは並行してしっかり調べ

ながらやっていこうと思っている。電力会社と別の課題として取り組まさせていただき、最

終的に電力会社とつながればベストだが、それぞれの分野で調べて活かせるものを活かして

いきたい。 

 平成 31 年度において、具体的な

値下げ幅もある程度示したうえで

のシミュレーション等をできるだ

け早く行い、それを広く市民の皆様

に公表するなどにより、できるだけ

早く会社設立等を行っていきたい

と考えています。 

 

【企画課】 

○「地域新電力会社事業化可能性調

査事業」【新規】（H31 年度予算：

3,000 千円） 


